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　学習指導要領の社会科の目標，学年目標・内容・内容の取扱いをふまえて，社会的事象を適切に教材化した単元構成としている。
３・４年　自分たちが住んでいる地域社会の社会的事象について，七つの大単元を設定し，市（区・町・村）や県（都・道・府）の特色を理解するとともに，地域社会の一員としての自覚をもち，地域社会に対する誇りと愛情を育てる内容にしている。
５年　日本の国土や産業について，五つの単元を設定し，日本の国土と産業の現状や特色を理解するとともに，日本の産業の発展や環境保全の重要性についての関心を深め，国土への愛情を育てる内容にしている。
６年　日本の歴史と政治，国際理解について，三つの単元を設定し，日本の歴史や伝統を大切にし，国を愛する心情や平和を願う日本人として，世界の人々と共に生きていこうとする自覚を育てる内容にしている。


　全学年を通じて，子どもの立場からの発言や話し合い，子どものもっている力を最大に発揮しての調べ活動や表現活動，学習内容の整理の仕方などを示唆している。その際，人々との出会いやメディアの活用など，作業的・体験的な活動を子どもの発達段階をふまえて位置づけている。
３・４年　自分たちのまちのようす→市（区・町・村）や県（都・道・府）といった空間的広がり，祖父母→父母→自分たちといった歴史的変化を大切に，単元配列と内容構成を工夫している。地図指導については，屋上からのスケッチから，まちの絵地図，さらに地図記号をもちいた平面地図へとつなげ，「地図を楽しもう」を３・４年下の初めに特設し，地図帳の活用を示唆するとともに，47都道府県の名称と位置の学習につないでいる。

５年　日本の主な産業，産業と国民生活との関連，日本の地理的環境について理解を深めていくにあたって，３・４年の地域学習をふまえ，内容（１）ア・イを第１単元として学年の最初に位置づけることで，自然と産業との結びつきをとらえやすくしている。また，ウ・エは第５単元として最後に設定し，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることをとらえやすくしている。さらに，産業活動や国土の環境などの学習を始めるにあたっては，子どもの身近な地域事例を取り上げ，興味・関心を大切にした追究を展開し，働く人々の人権，国土の保全，諸外国との協調などについて考えていく内容にしている。
６年　歴史単元では，子どもの興味・関心を重視し，取り上げる人物や文化遺産，歴史事象を精選して，学び方や歴史的なものの見方・考え方を身につけていくように配慮している。政治単元では，これまでの地域学習をふまえ，政治は人々の願いの実現であるという観点から，身近な事例と結びつけ，興味・関心をもって追究していく内容にしている。日本と世界の単元では，一人一人が国際社会の一員であるという立場に立って，ここでも身近な事例を通して具体的に追究していく内容にしている。



　社会科では，地域社会や我が国の国土，歴史に対する理解と愛情を深め，日本人としての自覚をもって国際社会で生きていくための基盤となる基礎的・基本的な知識・技能を身につけることをねらいとしている。そのためには，問題解決学習と作業的，体験的な学習の一層の充実が重要である。子どもたちが，興味・関心をもち，主体的に問題解決学習に取り組むことを通して，それぞれの学年でねらう理解，能力，態度の目標に到達できるような仕組みを設定している。作業的な学習としては，47都道府県ぬり絵マップ，県の学習での白地図，日本の地形では，山地や平地の名称を教科書に直接書き込んだり，白地図を作成したりするとともに，地図帳や地球儀の一層の活用を図っている。３・４年下及び５年上では，日本の都道府県名の地図を折り込みにし，開くことにより，どの学習にも対応できるように工夫している。


　社会的な見方や考え方を養い，よりよい社会の形成に参画するためには，基礎的・基本的な知識・技能を基盤として，問題を解決するために必要な思考力・判断力，表現力をはぐくむことが必要である。
●思考力・判断力の育成
　３・４年では，地域社会の社会的事象の特色や相互の関連などについて考える力を，５年では，社会的事象の意味について考える力を，６年では，社会的事象の意味をより広い視野から考える力を育てることが求められている。そのために，子どもたちの思考の流れを重視し，意欲をもって追究し，問題を解決していく学習展開を，全学年にわたって工夫している。
●表現力の育成
　観察・調査や，資料を活用して調べたこと，考えたことを自分なりにまとめるだけでなく，相手にもわかるように表現するには，自分の意見や考えの根拠や過程を明確にするとともに，効果的な表現方法を工夫していくことが必要である。そのために社会科の学習においても「話す・聞く・書く」活動を重視し，言語活動を充実させている。


　言語に関する能力は，社会科の学習での思考力・判断力・表現力，さらに学習意欲を支える基盤となるものである。この能力を育成するために，国語科で培った言語に関する能力を基本に，知的活動の基盤という観点から，観察や調査・見学などの体験的な学習や，話し合いの場面を充実させている。
　計画メモ，学習カード，○○さんのノートなど，その事例にふさわしい表現方法を選ぶとともに，視点を明確にし，わかりやすいようにしている。
　また，随所に子どもたちが自分の予想や考えを出し合う場面や互いの意見を聞き合う場面を設定し，自分の考えを相手に伝え，理解し合う力を育むことができるように配慮している。

　各学年の「たしかめよう」では，ガイドブック，手紙，図，新聞，年表，紙芝居などの多様な手法で自分の考えをまとめ，表現し，話し合うことで，子ども一人一人の見方・考え方がよりたしかなものになるよう，思考と表現が一体となった学習活動を新たに設定している。
　また，５年の情報の単元では，我が国の情報産業の様子を理解し，情報の有効な活用の大切さを考えさせるとともに，情報発信についても適切な利用能力を高めるようにしている。


　大単元の導入では，社会的事象に出合った４名の子どもたちの，それぞれの疑問や問題意識の発言から学習が始まる。それぞれの子どもたちの多様な見方・考え方を話し合うなかで，共通の学習問題をつかみ，調べていくが，その際，インターネット，図書館，博物館，手紙などのさまざまな方法で，興味をもって調べたり，それに基づく表現活動も，多様な方法で行えるように展開を配慮している。また，「学び方・調べ方コーナー」では，社会科の苦手な子どもに対しても，明確にポイントを示し，具体的に指導できるようにも配慮している。
　さらに，学習指導要領の内容を身につけている子どもに対しては，内容の理解を深めたり，さらに進んだ学習を行ったりする参考事例として，全学年にわたって「大きくジャンプ」を各小（中）単元末に設定している。これにより，子どもたちの知的好奇心や関心や興味をもとに，社会認識を広げたり，深めたりできるようにしている。


●生活科への配慮
　社会科のスタートである３・４年の社会科では，生活科で培われた直接的な体験や活動を通した｢知的な気づき｣（社会的認識の芽）をもとに，２学年を通して自分たちの住んでいる地域社会について，社会的認識すなわち，空間（地理）的・時間的（歴史）認識を広げ，深めていく工夫をしている。
●総合的な学習の時間，発展的な学習への配慮
　学習指導要領に示す内容を身につけている子どもに対して，さらに深め，高めた学習内容を，全学年ともに，各単元末に「大きくジャンプ」として，総合的な学習への関連づけとなるような学習内容や，発展的な学習内容に応じた教材を掲載している。それぞれの展開は，問題解決学習の筋道になっており，博士のアドバイスで，さらに進んだ内容について学習できるように配慮している。なお，学習指導要領に示されていない内容を扱った教材には，カンガルーマークをつけている。
●道徳の時間との関連
　見学や聞き取りにあたり，電話の仕方や，交通ルールを守ることなどは，道徳の内容項目である礼儀や公徳心などと関連して，特設された「学び方・調べ方コーナー」で，注意事項が具体的に示されている。また，３・４年下の地域の先人の働きの学習では地域や社会に対する誇りや愛情を，５年の国土，６年の歴史の学習において取り上げられている事例によっては，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，伝統と文化を尊重し，郷土を愛する心情を涵養することが期待できる。さらに，日本と世界の学習において示された事例は，公民的資質の基礎を養うことに適しており，主として集団や社会とのかかわりに関する内容と密接なかかわりをもって指導することが可能である。
　特に，３・４年上の祭りや行事，３・４年下のお話「稲むらの火」は，郷土愛の教材として，道徳の時間に活用することもできる。



　学習指導要領の各学年の「内容の取扱い」において示された，「…の中から選択」「事例地を選択」「…の中から一つを取り上げる」等を受けて，各学年とも適切に事象や事例を選択するとともに，主教材のほかに，選択教材を設け，各地域や学校の実態にも対応できるように配慮している。さらに，子どもの追究を支援するために，「学び方・調べ方コーナー」を随所に設け，学習方法のスキルアップが図れるように工夫している。


　子どもの思考の流れを考慮した，組織・配列をしている。子どもが自ら見つけ出した問題を解決するために，調べ学習などの具体的な学習活動を通して理解を深め，追究し，気づくとともに，調べたことや考えたことを表現していく過程をわかりやすいように配列している。
　大単元導入（大単元の展望）→小単元の最初（めあて）→毎見開きの最初（わたしの問題）→学習の区切りの最後（わたしの見方・考え方）→小単元末（たしかめよう）→小（中）単元終末（大きくジャンプ）
　また，二学期制を導入している学校に対する配慮として，各学年の単元構成は，前期と後期にも配分しやすく配列している。


　学習指導要領の内容を受け，各小単元に「めあて」，「たしかめよう」を設定することで，学習のねらいを明確にしている。さらに「わたしの問題」「わたしの見方・考え方」によって追究過程を示唆し，その小単元での学習の基礎・基本（理解・態度・能力）の定着に重点を置いた内容の精選と焦点化を図っている。また，学習対象についての情報や資料，追究過程を原則見開き２ページにまとめ，コンパクトに配分している。



　人権尊重を基本理念として，共生社会をめざす姿勢を大切にしている。
３・４年　地域に密着した学習を展開することを通して，地域の人々と触れ合う活動や，人々の営みや働く姿への共感をもてる学習活動を設定し，地域に対する愛情を育てるとともに，地域の人々の願いを感じ取り，地域の一員として積極的に働きかけていく展開を工夫している。
５年　日本の国土や産業を学習することを通して，人権・福祉にかかわる多くの問題があることに気づかせるとともに，それらの問題を解決するための取り組みについても触れ，働く人の人権を守ること，共生社会の実現，これからの社会のあり方を考えさせようとしている。
６年　歴史単元では，人々の社会生活向上へのあゆみを追究していくことを通して，代表的な歴史上の人物の働きとともに民衆のくらしや願い・思いに着目させ，人間尊重の精神や人権意識を育てていくように配慮している。政治単元では，人々の願いとその実現への営みを追究していくことを通して，人権・福祉の問題を政治とのかかわりを通して取り上げ，現代社会におけるこれらの問題の解決に取り組む構えをもたせようとしている。日本と世界の単元では，国際社会のあり方を追究していくことを通して，地球規模での共生社会の実現に向けて考えさせるようにしている。
●高齢社会の問題
　高齢者との交流（３・４年上）や，第一次産業従事者や農山村の高齢化（５年），民生委員の活動（６年）などの事例を通して，高齢化の進む社会のあり方について考えさせようとしている。
　また，５・６年で取り上げている障害をもった人の姿や，点字印刷を施したバリアフリーに関する教材（６年下）なども取り上げ，人権や福祉にかかわる多様な問題に目を開かせようとしている。
●働く人の問題
　「労働」についての意義をつかませ，働く人を見つめることを通して，人間尊重・人権確立をめぐるさまざまな問題について考えさせようとしている。
●部落問題
　部落問題の解決は，国の責務であり，国民の課題であることをふまえ，６年の歴史・政治単元において，近世の幕藩体制下における身分制度を中心に，中世・近代・現代を通して位置づけている。
●外国人の人権問題
　日本でくらしている外国人，特に在日韓国・朝鮮人に対する偏見や差別については，歴史学習・憲法学習をふまえて，この問題に取り組む姿勢をつくろうとしている。
●女性の人権問題
　５年での働く女性の問題，６年の歴史単元での地位の向上を求め続けた近代の女性の姿，憲法学習での男女平等の問題を取り上げているだけでなく，各学年の学習のなかで，女性の活躍する様子を示し，男女共生社会の実現に向けて，現代の問題として取り組ませようとしている。


　社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養うことが，社会科の目標である。
●公民的資質の基礎
　このねらいを達成するために，３・４年で，身近な地域から市，さらに，県の様子，５年では，国土の地理的環境とそこで営まれている産業の様子などの理解を図り，我が国の国土に対する理解と愛情を育てようとしている。６年では，３・４年での地域の人々の生活の変化や地域の発展に尽くした先人の働きの学習をふまえ，我が国の歴史に対する理解を深めていくように内容や構成に配慮している。このような学習によって，平和で民主的な国家・社会の形成者としての自覚をもち，互いに尊重し，義務や責任を果たそうとしたり，公正に判断したりすることの態度や能力を育成することが期待できる。
●伝統や文化の尊重
　歴史や文化を大切にし，日本人としての自覚をもつようにするには，伝統・文化を尊重する態度を育てることが重要である。３・４年では，自分たちが住んでいる町の寺などを観察したり，昔の様子やいわれを聞き取ったりすることで，今も残る古くからある建造物に興味をもたせるようにしている。また，七輪等の昔から使われている道具を使う体験や，町に伝わる祭りなどの文化財や年中行事の調査を通して，人々の知恵や願いに気づかせていくようにしている。６年では，生け花や茶の湯などの今に残る室町文化の体験的な学習や，江戸時代の町人文化を調べていくなかで，それらの文化が外国へも影響を与えたことや，今も親しまれていることなどをとらえる学習から，子どもたちが日本の伝統や文化を実感としてとらえられるように配慮している。「大きくジャンプ」では，「国宝は，どのような宝物なのか？」を取り上げ，日本の文化の特色を考え，自分たちの住む地域の文化財を調べてみるように示唆している。
●国旗と国歌を尊重する態度の育成
　子どもたちが，国際社会に生きる日本人としての自覚と資質を身につけるために，４年「県とつながりのある世界の国々」や５年「日本のまわりの国々」などでは，我が国や諸外国の国旗を，６年「スポーツや文化を通した国際交流」では，日章旗（日の丸）と君が代の由来を通して，我が国の国旗と国歌の意義を理解し，これを尊重する態度を育てるとともに，諸外国の国旗と国歌も同様に尊重する態度を育てるように配慮している。


　平和で豊かな共生社会の実現を視点に，子どもの発達段階をふまえて社会的事象を教材化している。平和問題については，６年の歴史単元の「アジア・太平洋に広がる戦争」で，当時の国際情勢をおさえつつ，日本の対外政策のあり方について考えるとともに，戦争の悲惨さ，特に侵略された側の人々の痛みがわかるように配慮している。政治単元では，日本の平和への願いと憲法の平和主義について触れ，次単元の「世界のなかの日本とわたしたち」では，現在の平和の問題とそれに取り組む日本と日本人の姿を具体的事例をあげて示し，子どもたちに，平和を願う地球市民としてのこれからのあり方について考えさせようとしている。国際協調については，各学年の学習のなかで，外国との結びつきを通して，国際化の進展を実感するとともに，国際協調の大切さを認識することができるように配慮している。また，そのためには，ぞれぞれの国の文化や伝統を理解し，お互いに尊重し合うことが必要であることをおさえている。


　自然環境や生活環境について，子どもの発達段階に応じて，自分の家庭や身近な地域から，広く地球規模の問題にまで関心をもち，それらの問題を考えていくよう系統的に位置づけている。
３・４年上→リサイクルコーナー，レジ袋の削減（スーパーの学習）
３・４年下→リサイクル活動（ごみ），水を守る工夫や取り組み（水道），自然環境の保全（先人の働き），町なみを守る運動等（県），フリーマーケットって何だろう？（大きくジャンプ）
５年上→消費者が求める米作り（農業），水田のはたらき，フードマイレージってどんなこと？（大きくジャンプ）
５年下→環境にやさしい自動車（工業），「国土の環境を守る」（全編），こどもエコクラブ（大きくジャンプ）
６年上→足尾鉱毒事件（近代），江戸時代のリサイクルは？（大きくジャンプ）
６年下→基本的人権と生活環境（政治），地球環境問題と国連のはたらき，緑の地球ネットワーク（世界のなかの日本），エコプランを考えよう（大きくジャンプ）


　学習指導要領の「調べたことや考えたことを表現する力」を育てようとする意向を受けて，情報の収集や整理を行うとともに，学習の内容を発信する活動を，学年の系統と子どもの発達段階をふまえ，学習展開のなかで適切に位置づけている。特に，「学び方・調べ方コーナー」では，地図，表，グラフ，パンフレットなどのつくり方や聞き取りのしかた，電子メールやインターネットの使い方などを子どもたちにわかりやすく示している。また，「たしかめよう」では，地図，表，図，紙芝居，新聞などさまざまな方法で，子どもたちが調べたことや考えたことを相手にもわかりやすく発信できるように配慮している。５年の第４単元「わたしたちのくらしを支える情報」では，医療機関のネットワークを具体的事例として取り上げ，情報化の伸展の意義を体感させるとともに、情報化社会の問題点もあわせて指摘し，これからの社会を生きる子どもたちに必要な資質を身につけようしている。

　人々の健康な生活や良好な生活環境について理解し，地域社会の一員としての自覚をもつことができるように，子どもの発達段階をふまえて教材化している。
　３・４年上では，商店としてスーパーマーケットを取り上げ，子どもたちが調べる内容として，販売者側の工夫だけでなく，子どもたちや家族の消費者側が，上手な買い物するために，価格のほかに，安全性の観点から，品質・産地・賞味期限などを考えて，店や商品を選んで購入していることもおさえられている。また，工場や農家の生産現場においても，安全な食品をつくることの重要さをおさえている。
　３・４年下では，健康な生活の維持と向上を図るうえで欠かせない飲料水を取り上げ，命とくらしをささえる水が，いつでも使えるように，大量に確保されていることが指摘されている。５年の産業の学習では，農・水産業，工業のいずれにおいても，消費者のニーズをふまえて生産が行われていることが適切に示されている。また，環境の単元では，P.83そうたさんのノートのように，さまざまな公害を調べ，この問題を自分の生活とのかかわりでとらえさせ，国民の健康を守ることの大切さ，国民一人一人の協力の必要性に気づくようにしている。

　また，現在と戦後の学校給食の様子，地産地消，郷土料理なども取り上げられており，伝統的な食文化や，食に関する知識や興味・関心を深めていけるよう，食の視点に関しても配慮している。


　生命や財産を脅かす災害や事故・事件から，人々の安全を守り，防ぐために，関係機関，国や県などが相互に連携して対応しているが，一人一人が，自らを守り，安全を確保するための知識と能力を向上していくことがますます重要になっていきている。
　３・４年では，地域社会における消防署と警察署を取り上げ，人々の安全を守るための働きを，先人の働きでは，津波の被害から村人を守った浜口梧陵を取り上げるとともに，「大きくジャンプ」では，「地しんによるひ害を少なくするには？」と，「海の安全はだれが守っているのだろう？」を取り上げている。
　５年では，我が国の国土はさまざまな災害が起こりやすいこと，地震だけでなく他の災害に関しても国や県がさまざまな対策や事業を進めていること，工業では働く人の安全を守る工夫，情報では，災害時の情報のはたらきと，幅広く取り上げている。
　６年では，災害復旧の取り組みとして，震災・豪雨の際における救援活動や復旧活動には，政治の働きが反映していることを取り上げている。特に，大きな被害をひき起こした阪神・淡路大震災は，３・４年下，５年，６年で取り上げている。



　子どもの学ぶ意欲の喚起と支援とに配慮して，以下のような編集上の工夫をしている。
①ビジュアルなページ構成
　本の大きさをＡＢ判として，図版スペースを広く取るとともに，さらにビジュアルでゆとりをもったページ構成を実現している。各単元の展開ページにおいては，生き生きと活動する子どもの姿や働く人々の姿を的確にとらえた写真を掲載し，子どもの共感を呼び，学習意欲を高めるように工夫している。
②子どもの追究過程を構造化
　各単元は，おおよそ次の構造をもつように統一されている。
大単元導入（大単元の展望）→小単元の最初（めあて）→毎見開きの最初２ページ（わたしの問題）→学習の区切りの最後（わたしの見方・考え方）→小（中）単元末（たしかめよう）→小（中）単元終末（大きくジャンプ）
　この構造のもと，集団とのかかわりのなかで追究する個々の子どもたちに対して，支援する要素を的確に位置づけ，問題解決学習の実践化への配慮をしている。
大単元導入
＊子どもの発言…提示された図版に対して，４人のキャラクターが生活経験，興味・関心などにそって追究の方向性を発言
＊お茶の水博士の発言…図版等の説明や子どもの発言のきっかけとなる投げかけを提示
＊学習のまど…学習を始めるにあたっての，子どもの興味・関心，これまでの経験を把握するための投げかけ
＊小単元の最初（めあて）…小単元全体を見通す目標
＊わたしの問題…提示された資料や学習活動，それまでの学習展開のなかで生まれた疑問や問題
＊わたしの見方・考え方…複数の「わたしの問題」を追究したうえで，たどり着いた事実認識・意味認識
＊小（中）単元末（大きくジャンプ）…基礎・基本をふまえて，総合的な学習への手掛かりとなる内容や，発展的な学習につながる学習内容を提示
③「学び方・調べ方コーナー」の拡充
　社会科の学習を進めるうえで必要な調べ方や，調べたことや考えたことを表現する能力を育てるために，学習展開の適切な位置に，お茶の水博士の「学び方・調べ方コーナー」を配置し，活動のポイントなどを明示して，子どもの学習を支援するとともに，スキルアップが図れるよう工夫している。
④個性豊かな登場人物
　各学年とも，学級を代表する４名の子どもたちが登場して，学習活動を展開している。その登場人物の発言や活動の様子が，学習者の追究意欲を喚起するとともに，学習活動の参考となるように配慮している。
⑤学習内容と評価の関連
　子どもたちによる「○○さんのノート」や，学習カード，学習をまとめた作品等を多く例示することで，評価する際の資料としている。また，通常の学習においても，ノートや学習カード例の示唆や「わたしの見方・考え方」による学習の振り返りが配置されており，評価の視点づくりに配慮されている。指導と評価の一体化が図られているといってよい。


　学習指導要領の趣旨である「調べ，考え，表現する」をふまえ，積極的にフィールドワーク・デスクワークが取り入れられている。子どもたちの素朴な疑問から，問題をつかみ，見通しをもって調べ，考え，解決していく流れになっている。「たしかめよう」では，自分の考えたこと，調べたことを表現していく学習を重視している。また，３・４年上下，５年上，６年上の最初に，見開き２ページで，「この教科書のしくみ」を掲載し，教科書の構成をつかめるようにしている。
３・４年　生活科からの発展をふまえて，楽しく学び合う問題解決学習を展開している。地域の事象と出合った子どもの個性的な問題意識をきっかけに，具体的な「わたしの問題」をもち，その問題を友だちと楽しく追究していく姿を示唆している。
（例）屋上からのスケッチ→話し合い→グループでのまちたんけん→絵地図・平面地図づくり→話し合い→市の様子調べ
５年　中学年の学習を発展させ，「学ぶ力」を高める問題解決学習を展開している。社会的事象の現状に直面することから調べ活動に入り，問題を明確にし，その問題について再度調べ，話し合ったり，考えたりする活動を繰り返すことを通して，問題に対する認識を深め，連続して問題の解決へ取り組んでいく姿を示唆している。（例）産業学習での生産性・経済性についての問題意識から，環境・人権・国際的な視点に着目し，事象について多面的・発展的にとらえていく活動の流れ。
６年　地域の博物館の見学からうかんだ疑問をもとに，テーマを決め，調べていく。さらにテーマを広げて調べ，まとめて発表するという学びのモデルをきっかけに，歴史上の人物の働きや事象のもつ意味を連続して探っていく姿を示唆している。政治単元では，見学やインターネットを活用した資料収集など，多様な調べ活動を生かして政治の働きや日本国憲法の基本的な考え方を身近にとらえられるように配慮している。国際理解の単元では，聞き取りやインターネット，地図などを活用するとともに，自分自身の生活経験や学習経験，留学生との交流などを通して，子どもたちが主体となって学習を進めていく姿を示唆している。



　本文は，学習の進め方や子どもの追究過程を中心とした記述とし，子どもの「主体的な学習」を支援する手引きとなるよう配慮している。また，本文に対応して，子どもが書いた「見学メモ」「○○さんのノート」など，調べ方や調べたことの整理の仕方などを例示している。その際，子どもの発達段階をふまえ，使用する用語・語句を吟味するとともに，学習の流れが理解しやすいように表現が配慮されている。さらに，文末は「です」「ます」で統一している。漢字は，原則として当該学年の配当漢字までを使用し，当該学年以上の配当漢字や社会科用語・固有名詞等の漢字には，見開き２ページごとの初出にふりがなをつけ，読みの抵抗を少なくする配慮をしている。


　全体を通して，特に導入ページ（大単元，歴史単元は中単元）では，インパクトのある写真やイラストを中心に構成している。そして，大きな判型（AB判）を採用したことにより，さらに迫力のあるページ構成となっている。また，学習展開に沿って，生き生きと追究する子どもたちの姿などを，写真資料としてレイアウトに工夫を凝らして掲載し，子どもの学習意欲を喚起しようとしている。地図・グラフ等の資料については，最新のデータを採用し，必要に応じてその出典・年次・場所などを明記して正確性を期すとともに，学年の系統と子どもの発達段階に配慮した表現方法をとっている。


●カラーユニバーサルデザインへの配慮
　この教科書は，色覚の個人差を問わずできるだけ多くの子どもたちに見やすいよう，カラーユニバーサルデザインに配慮して制作されている。具体的には，地図等は各要素の識別が容易にできるような色遣いを基準にして作図・配色されており，子どもたちにとって読み取りやすいものになっている。また，グラフには要素ごとに黒線の境界線が施され，確実に数値を読み取ることができる。
●環境への配慮
　教科書の表紙には，従来よりも工夫された表面加工を施すなど，化学物質に過敏な子どもに少しでもやさしいものになるような配慮がなされている。また，印刷においては，大豆を成分とした大豆油インキが使用され，環境にもやさしい本であるといえる。
●堅牢で使いやすい造本
　表紙は美しく丈夫な表面加工が施されているが，名前の記入欄だけは加工をのぞくといった細心の配慮がなされている。また，製本は通常の無線綴じよりも丈夫なあじろ綴じが採用され，従来の針金綴じよりも本が大きく開くように改良されている。

１ 範囲および程度





ア　取り扱い内容　社会科の目標達成のための適切な内容が取り上げられているか。





イ　内容の程度　学年の発達段階，子どもの興味・関心等に対応しているか。





ア　基礎的・基本的な知識・技能の育成への配慮





２ 内容の取り扱い





イ　思考力・判断力・表現力の育成への配慮





ウ　言語活動の充実への手立て





エ　個に応じた指導への配慮





オ　他教科，道徳，総合的な学習の時間等との関連





ア　教材の選択　各学年の社会的事象・事例等の選択に対する配慮はどのようになされているか。





３ 教材の選択，組織・配列，分量





イ　組織・配列　子どもの発達段階を考慮し，学習が効率よく進められるように配慮されているか。





ウ　分量　内容の精選と焦点化が図られ，分量は適切か。





ア　人権・福祉に関する内容





４ 社会的重要課題への対応





イ　我が国の国土と歴史への理解と愛情に関する内容





ウ　平和・国際理解に関する内容





エ　環境問題に関する内容





オ　情報化社会に関する内容





カ　健康・消費者に関する内容





キ　安全・防災に関する内容





ア　子どもの主体的な学びを支援し，学習意欲を高める工夫





５ 創意工夫





イ　問題解決学習の示唆





ア　本文記述





６ 正確性及び表記・表現





イ　写真・イラスト・各種資料





ウ　印刷・製本








2
1

